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研究成果の概要（和文）：ITS実証実験モデル都市の一つに選定された千葉県柏市では、産官学が一体的に最新のITSを
活用した交通まちづくり手法を議論するITS推進協議会が立ちあげられると共に、新たな道路情報サービスを実現するI
TSスポットの集中的な配備が見込まれた。そこで、この柏市を対象に交通に係る都市の諸課題を分析・整理し、ダイナ
ミック・パーク・アンド・ライド、駐車場連携、観光案内促進、マルチモーダル交通情報連携といった新たなITSサー
ビスによる都市・交通課題解決手法の適用性を、行政機関との密な連携の下に実証的に検討した。

研究成果の概要（英文）：In Kashiwa City, Chiba Prefecture, which was selected as one of the ITS FOT model 
cities in Japan, Kashiwa ITS Promotion Council has been launched to discuss engineering methods utilizing 
the latest ITS for transport community development by industry, government, and academia. Intensive deploy
ment of ITS spots to provide road information services was also expected in Kashiwa city. Therefore, targe
ting this Kashiwa City, the applicability of new ITS services to solve various issues of the city in accor
dance with the traffic have been empirically analyzed under the tight cooperation with local government, r
egarding dynamic park-and-ride, parking facility cooperation, tourism promotion, and multi-modal traffic i
nformation cooperation. services.
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１．研究開始当初の背景 
ITS（Intelligent Transport Systems）と

は、最先端の情報通信技術等を用いて人と道
路とクルマとを一体のシステムとして構築
することで様々な社会的課題を解決し、社会
や生活の変革に貢献していくものである。す
でに、カーナビゲーションシステムや VICS、
ETC の普及により、一時的な空間への集中に
よる環境負荷の軽減や渋滞解消等の社会的
効果が現れつつある。なかでも、双方向通信
が可能な多機能車載器（ITS 車載器）は、双
方向通信、決済といったサービスプロバイダ
ーのプラットフォームとして使える機能を
有する。この機能を活用することで、様々な
都市問題解決への道筋が開かれたといって
もいい。 
 一方、中心市街地の衰退という自動車交通
に起因する都市問題への対策については、こ
れまでも駐車場の供給増加や共同利用，公共
交通機関の利便性向上、パーク・アンド・ラ
イドなどの対策が実験的に取り組まれてき
た。しかしながら、有効な対策として確立し
たものはなく、現在も試行錯誤が日本の各地
で行われている状況である。 
このような都市交通問題への処方箋は、都

市と交通の関係を体系的に整理し、自動車交
通という交通手段の特性や人間行動モデル
を理解したうえで、交通需要などの時空間の
偏在をITSというツールを上手に活用し均衡
点を探し出すことで、環境負荷を最低限に抑
え、にぎわいのある都心再生という賢い成長
(スマートグロース)を行っていくことである。 
 
２．研究の目的 
環境にやさしくかつにぎわいのある都心

の成長を目指す「スマートグロース ITS」は、
都市・交通問題と人間の生活との関係を明ら
かにし、平日や休日の自動車の使い方や公共
交通機関の利用の時空間の偏在に着目して
ITS を活用することで交通需要の積極的なマ
ネジメントを目指そうという新たな都市圏
政策の提案である。本研究の目的は、都市・
交通問題を分析し対策を検討する定量的・工
学的なスマートグロース ITS の適用手法を、
ITS 実証実験モデル都市の一つである千葉県
柏市を対象の中心とした実証的な検討を通
じて体系的に整理することである。 
 
３．研究の方法 

ITS 実証実験モデル都市の一つに選定され
た千葉県柏市では、産官学が一体的に最新の
ITS を活用した交通まちづくり手法を議論す
る ITS 推進協議会（図 1）が立ちあげられる
と共に、新たな道路情報サービスを実現する
ITS スポットの集中的な配備が行われた。そ
こで、この柏市を対象に、交通に係る都市の
諸課題を分析・整理し、ダイナミック・パー

ク・アンド・ライド、駐車場連携、観光案内
促進、マルチモーダル交通情報連携、交通結
節点の強化といった新たなITSサービスによ
る都市・交通課題解決手法の適用性を、行政
機関との密な連携の下に実証的に検討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 柏 ITS 推進協議会のミッション 

 
４．研究成果 
まず、検討対象とする千葉県柏市の都市の

特性、交通インフラ、観光資源、人口特性、
道路交通特性、公共交通特性、中心市街地の
特性、中心市街地の駐車場利用状況の各種デ
ータに基づく都市・交通の特性分析と課題整
理（図 2）を通じて、スマートグロース ITS
の検討対象を整理した。 

①国道６号・16 号が中心部を通過 
 ◆慢性的な交通渋滞発生 
 ◆中心部へのアクセス性の低下 
②宅地開発と高齢化 

◆東京ﾍﾞｯﾄﾀｳﾝとして開発された住宅地の住民の高齢化とﾓﾋﾞﾘﾃｨ確保の必要性 
③230 万人の商圏を有する中心部 

◆自動車来訪者と駐車場待ち渋滞への対応 
④柏の葉地域の街づくりの進展 

◆中心市街地と新市街地の融合に向けた交通軸の形成 
⑤豊富な都市及び自然観光資源 

◆観光資源の周遊を阻害する交通渋滞 
⑥イベント施設の立地 

◆短時間に集中する自動車交通への対応 

図 2 柏の都市・交通課題 
これら課題の解決に向けてハード対策を

実施するには期間・コストとも要するため、
交通需要マネジメント（TDM）に見られるよ
うなソフト対策も併用した総合的な対策に
期待がもたれる。 
上記の整理に基づき、駐車場の更なる利活

用に関する ITS 活用の検討として、ダイナミ
ック・パーク・アンド・ライドと駐車場連携
の各サービス
を、課題解決
に留まらず魅
力向上に寄与
する ITS の検
討として、観
光案内所の情
報発信機能拡
張と公共交通
の情報連携サ
ービスを取り
扱うこととし
た。 

図 3 高い評価を得たﾀﾞｲﾅﾐｯｸ･ﾊﾟｰｸ･ｱﾝﾄﾞ･ﾗｲﾄﾞ･ｻｰﾋﾞｽの例 



（1）ダイナミック・パーク・アンド・ライ
ド・サービスの検討 
 柏の葉エリアに展開が見込まれるダイナ
ミック・パーク・アンド・ライド・サービス
を提案し、休日に近隣の大型駐車場数箇所で
アンケート・ヒアリング調査を通じて高い受
容性を示すサービスを選定した（図 3）。 
（2）駐車場連携サービスの検討 
 中心市街地の駐車場を対象にした駐車場
の利用偏在と来訪者の希望滞在時間の調査
に基づき、周辺道路の混雑緩和と中心市街地
のにぎわい創出を両立する手法として、街全
体での購買に応じた駐車料金の共通提携割
引を実施する ICT を活用した駐車場連携サ
ービスを提案し（図 4）、関係各主体にメリッ
トをもたらす段階的な導入手法を提案した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 提案した駐車場連携サービス 

（3）周遊観光促進サービスの検討 
 中心市街地観光案内所の情報機能強化に
向けた検討として、かしわインフォメーショ
ンセンターのポータルサイトを WEB アプリ
配信する社会実験を実施した。イベント情報
の配信時には案内所の訪問者数を超えるサ
イトアクセス数が見られ、情報配信の有用性
を確認した（図 5）。 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 5 配信した WEB アプリのページ 

（4）マルチモーダル交通情報連携サービス
の検討 
 柏駅を発着する鉄道およびバスの主要路線
を対象に、公共交通連携情報を無償スマート
フォン（iOS 用）アプリと駅東口ペデストリ
アンデッキ上のデジタルサイネージに情報提
供する社会実験を実施し、公共交通運行情報
提供を充実させる ICT 活用観点からの公共交
通と地域の連携のあり方を検討した（図 6）。
アンケートの結果、7 割を超える利用者に良い
評価を得た。運行遅延時に鉄道ロケーション
情報の評価が高い、アプリがあればバス・鉄
道の利用意向が高まるといった回答を得た。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6 配信アプリとデジタルサイネージ 

（5）スマートグロース ITS の体系化 
 賢明な都市の成長のためには、総合的な都市
と交通の戦略が不可欠である（表 1）。一つ目
は、A 人間のための都心を作り出すということ
である。緑があふれ木漏れ日の中を人が歩き会
話がはずむ都市では、商店街も元気で、地区に
はコミュニティが形成され、子供たちの成長を
見守りながら、持続的に発展していくものであ
る。二つ目は、B 公共交通機関を活用した都心
へのアクセス交通である。需要が集中する放射
状方向の交通は公共交通が受け持つのが一番
効率的である。三つめは、C 通過交通対策であ
る。通過交通を排除しなければ、A や B の対策
が生きてこないという意味で、都市の最も大切
な基盤が環状道路である。 
 ITS はこういった A、B、C を組み合わせ
た総合的な交通対策を支援するために使う
ツールである。そのツールも国家的な観点か
ら築かれたITSスポットなどの基盤をうまく
活用していくのが正しい。歩いて楽しい、歩
行者・自転車が中心の人間中心都市を形成し、
にぎわいのある中心市街地、コミュニティが
あり安心して生活できる生活空間を取り戻
すことがスマートグロースITSの基本的考え
方である。 

表１ スマートグロース ITS の基本的考え方 
Ａ「人が集まる」歩行者中心の都心づくり 
・ 都心は人が集まり、ゆっくりと滞在できる人間中心の快適歩行空間にしな

ければならない。 
・ 歩道や自転車道は、興味をそそられるルートを形成し、その通りは、建物、

木々、外灯など周囲の景観と環境に工夫を凝らし、高齢者や身体障害者に
対してもバリアフリーでなくてはならない。 

・ 歩いて楽しい都心にするため、適切な箇所にベンチやトイレなどの休憩施
設、オープンカフェ、ポケットパークのような憩える施設を配置しなければ
ならない。 

・ 「通り名」のような分かりやすい案内や「さるく」などの歩くための仕組みづく
りを持たなければならない。 

・ ITSは歩行者支援や都市観光支援にうまく活用しなければならない。 
・ 歩行支援のための循環バス、トランジットモールなどの仕組みを持たなけ

ればならない。 
Ｂ「滞在時間を延ばす」公共交通機関を中心とした都心アクセス 
・ 電車やバスについては、人と環境に優しい都市内の水平エレベータと

いう都市の装置として位置づけ、超低床型の車両の導入、乗降施設の
整備、交通結節点への乗り入れ、郊外への延伸、快速運行、高速バス
の導入等を検討しなければならない。ITSを活用した運行情報提供、乗
り換え情報提供を積極的に行わなければならない。 

・ 中心部の平面的駐車場は極力作らないこととし、郊外部の大規模駐
車場や都心周辺部の立体駐車場を整備し、商店街と連携した一日
料金や無料化の取り組みを進め、公共交通機関との連携を強化す
ることで、滞在時間を延ばしアクセス性を高めなければならない。そ
のためのツールとしてETCなどのITS活用やICカードの組合せを検討
しなければならない。 

・ 自転車利用のルールを明確にするとともに、特に駐輪問題に対して
は適切な場所に駐輪施設を配置し 違法駐輪に対する取り締まり強
化やマナーの向上について対策を検討しなければならない。 



Ｃ通過交通を排除し自動車と共存するための基盤づくり 
・ 都市部における環状道路やバイパスを早期に整備して、通過交通

を中心部から排除し、交通需要マネジメント（TDM）やパーク・アンド・
ライドなどの公共交通機関との連携を強化するマルチモーダル施策
を進めることで、自動車との共存を図らなければならない。 

・ 賢い都市の成長を支えるツールとして、交通情報の収集・分析・情報
提供をスマートに行うための ITSの導入を進めなければならない。 
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